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1．はじめに
数学者Charles Hutton（1737‐1823）のA Complete treatise on practical
arithmetic and book-keeping（『実用算術および簿記書』）のなかの『簿記書』
初版については，「Charles Hutton の『簿記書』初版をめぐって」と題する
論文（山下［2012］）で，最新の資料（文献など）により仮説を提示した。
本稿ではHutton の『簿記書』分冊について取り上げる。Hutton の『簿記書』
分冊には，『実用算術および簿記書』のうち単式簿記のみを編集し米国の
Philadelphia で出版したもの，および『実用算術および簿記書』のうち簿記
の部分のみを出版したものがある。これらについて，Hutton の『簿記書』
初版の場合と同様に，西川［1942］，西川［1982］，および鈴木［1986］など
の先行研究があるものの，外国の文献などにより書目が掲げられているのみ
で，それらの原著書を比較検討された形跡はみられない。そこで山下［2012］
と同じく，最新の資料（文献など）に基づきHutton の『簿記書』分冊につ
いて検証する。
2．Hutton の『簿記書』分冊の先行研究
2‐1 Philadelphia 版『単式簿記書』
Hutton の『実用算術および簿記書』のうち単式簿記のみを編集したもの
が米国の Philadelphia で出版されている。書名は，A Course of Book-keeping
according to the Method of Single Entry（『単式簿記書』）である。これは西
川［1942］および西川［1982］において文献として掲げられているが，内容
について検証されていない。例えば，西川［1942］は，Hutton の『簿記書』
の数ある種類の1つとして，次の文献をあげている。
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図表1 Philadelphia 版『単式簿記書』の発行年等
発行年 版 頁 編者 発行地 備 考
1788＊ 1st ed. 83 Philadelphia
1801 Johnson Philadelphia ①（米国稀覯書協会所蔵）
1806
1st
improved ed
①（イエール大学所蔵）
1809 2nd ed. 86
A Citizen of
Philadelphia
Philadelphia
①（米国稀覯書協会所蔵），
②
1815
2nd
improved ed
86
A Citizen of
Philadelphia
Philadelphia
①（米国稀覯書協会所蔵），
②
＊18 Century Collections Online Print Editions
① Hatfield and Littleton [1930].
②ハーウッド文庫（久留米大学所蔵）
A course of bookkeeping to the method of single entry, with a description of
the books & directions for using them, very useful for young bookkeepers
entering into business or for teachers in their school, Philadelphia, 1809.
上記，西川［1942］が掲げている1809年に出版された Philadelphia 版は，
第2版であるが，現在筆者が確認している Philadelphia 版は5冊あり，その
内訳を示すと図表1のとおりである（アミ掛け部分は実際に確認したもの）。
2‐2『実用算術および簿記書』の『簿記書』分冊をめぐって
『実用算術および簿記書』の『簿記書』分冊について，鈴木［1986］は「ハッ
トンには，簿記だけの他の書名の出版もある。」（鈴木［1986］，144頁）と述
べる。これは，次のMurray ed．［1930］を根拠としている。
The Bookkeeping, as revised by Ingram, was again edited by James
Trotter of the Scottish Naval and Military Academy, and publishes
separately in Edinburgh in 1853, along with two sets of ruled-paper books, the
one for single and the other for double entry. (Murray ed. [1930], pp.326-327)
これによれば，1853年にEdinburgh で出版されたTrotter 版1『実用算術
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および簿記書』に『簿記書』だけの分冊があることが分かる。
西川［1942］は，図表2の宇佐川秀次郎訳『日用簿記法』の底本とされる
内閣文庫本にある原著書の「書扉頁下方に（Price 2s. 6d. bound; the Book-
keeping separately, 2s）と記しあり，簿記の部分冊の存する事が判る」（西
川［1942］，86頁）とする2。
次に，「紐育ハーウッド會計圖書目録には其の1840年版，1852年版及1858
年版の三種が載つて居る。」（西川［1942］，86頁）ことから，合わせて3冊
の分冊があることが分かる。New York のハーウッド文庫の1840年版は，
Trotter 版であり，それ以後の合本と分冊を示すと図表3のとおりである。
さらに，「茲に附言したきは日用簿記法の出版と殆ど時を同じうして，別
のハットン譯書の存在した事である。大阪英語学校教師吉田健吾抄訳『商家
必用記簿初歩単式』之である。……巻頭に『此書原本ハ英國兵学校ニ於テ前
キニ數理學の大博士タリシ「チャーレス，ハットン」氏ノ撰述セル「コムプ
図表2 宇佐川秀次郎訳『日用簿記法』の原著書のタイトル頁
（注）筑波大学所蔵
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レート，ツリータイズ，オン，プラクチカール，ブック，キーピング」実用
記簿全論ノ叢ト題セル』としあり，既述書簿記分冊を底本としたる事が明ら
かである。」（西川［1942］，88頁）と，分冊の存在を指摘している。本抄訳
は，版権免許1878（明治11）年2月27日，出版人大阪府平民前川善兵衞で，
一橋大学の「西川孝治郎文庫」にあり，吉田は，凡例において，単式を前編
として，「複式ハ逐次ニ譯出シテ後篇トナスベシ」と述べているが，複式簿
記の箇所は訳出されていないようである。
本抄訳の経緯について，「当時大阪英語学校は修就業年限4年の大学予備
校で，3～4年の課目に記簿があり，ドイツ人G. Fesefeld がハットンの
Complete Treatise を教授した。」「吉田健吾は書店の求めにより，この書を
翻訳した。」（西川［1982］，139頁）とされる。
以上，Hutton の『簿記書』分冊について，鈴木［1986］，西川［1942］お
よび西川［1982］によりその存在が指摘されているが，実際に原著書を入手
され，研究された形跡はみられない。
3．『簿記書』分冊の最新研究
3‐1 Philadelphia 版『単式簿記書』
まず，1788年に米国の Philadelphia で出版された『単式簿記書』がHutton
図表3 Hutton『簿記書』の合本と分冊
合 本 分 冊
備 考
発行年 頁 発行年 頁
1840 252 1840 112 分冊はハーウッド文庫。
1843 252 分冊は未発見
1852 112 合本は未発見。分冊はハーウッド文庫。
1853 252
Murray ed.［1930］は，分冊のあったことを示唆（pp．326
‐327）
1856 ？ 分冊は未発見
1858 252 1858 112 分冊はハーウッド文庫。
1871？ 252 合本は内閣文庫本（鈴木［1986］，144頁）。分冊は未発見
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の『実用算術および簿記書』のどの版の単式簿記の部分を編集したのかにつ
いて検証する。
Philadelphia 版『単式簿記書』初版のタイトル頁は，図表4のとおりであ
る。これは，18 Century Corrections Online Print Editions でアマゾンを通
じてネットで購入できる。この他，わが国では，1809年（第2版）と1815年
（第2版修正版）に出版された『単式簿記書』が久留米大学所蔵のハーウッ
ド文庫にある。初版と第2版の相違は，初版がHutton の『実用算術および
簿記書』の単式簿記部分そのままに英国の貨幣単位になっているのに対し，
第2版ではドルに修正されている。ところで，初版がHutton の『実用算術
および簿記書』のどの版の単式簿記の部分をもとに編集されたかであるが，
初版の「序」をその出版年に近い1781年の第6版と1785年の第7版の「序」
と比べてみると，全く同じである。さらに，1788年の第8版と比べてみると
extremely が very になっており，初版はおそらく第7版を底本にしている
図表4 Philadelphia 版『単式簿記書』初版のタイトル頁
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と推測できる。
Philadelphia 版『単式簿記書』と第7版を比較すると，第7版にはDirection
for The Learner 以外の項目の見出しはないが3，Philadelphia 版では，帳簿
の種類（Description of Books），日記帳（The Day-Books），元帳（The Ledger），
転記（Posting），残高（Balancing），備忘録（The Memorandum Book），
経費帳（The Expense Book）の各項目の見出しがある。しかし，その内容
はほぼ同じである。ただし，Philadelphia 版は，系統だった説明をしており，
第7版より分かり易いと言える。
それはさておき，「序」を要約すると，次のとおりである。
イタリア式簿記だけを修得した若者を雇っても，実際に帳簿を付けること
ができないというのが，単式簿記を採用している商人が絶えず口にする不満
である。また，イタリア式簿記のみを必要としている企業においても，まず
単式簿記を教えるべきである。この方法は非常に平易で，若い紳士淑女に数
週間で教えることができる。
ここでは，当時の Philadelphia では商人が単式簿記を採用していたことが
覗われる。複式簿記を学習する際に，単式簿記から始めると理解の手助けに
なることを暗示している。
とはいえ，なぜHutton の『実用算術および簿記書』の単式簿記の部分を
取り上げたのかという疑問が残る。これについて，告知（advertisement）
は，次のように記している。
わが校において，単式記入の適切な事例の大いなる有用性およびその必要
性は明白である。Hutton 博士の単式記入の著書は，聡明な教師により他の
著書より優れているということで採用されている。そこで，より状況に適合
するように修正および加筆をして，Hutton 博士の優れた著書の分冊として
再発行することにした。ここでなされた自由な修正と加筆は，Hutton 博士
やその他の人々をないがしろにするものでも，個人に報酬をともなうもので
もないが，一般の人々にとって便宜的で公益になると期待している。本書と
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イギリス アメリカ
18 1715  W. Webster  
1736  J. Mair  
世 1764  W.Gordon  
1765  D.Dowling   1797  C.Lee  
紀 1777  T.Dilworth  
1777  C.Hutton  
1801  P.Kelly  1801  W.Jackson  
19 1804 R.Turner    
1815  B.Sheys  
世 1820  J.Bennet  
1823  I.I.Hitechcock  
紀  1381 L.Preston 
 4381 J.H.Caﬃn 
1836 B.F.Foster 
1838 T.Johnes 
原著書の相違は，両者を比較すればよく分かるので，ここでは詳述しない。
Philadelphia，1788年12月10日 W.W
上記により，Hutton の簿記書がなぜ取り上げられたのかの事実は明らか
であるが，なぜHutton なのかは明らかでない。そのヒントは，「Charles
Hutton の著書が北米で使用されたことは驚くべきことではない。米国教育
への英国の影響は，18世紀および19世紀初期に非常に強かったからであ
る。」（Howson［1982］，p．67）という主張にみられる。例えば，London の
Woolwich の王立陸軍士官学校で使用されたHutton の『数学書』は，米国
の陸軍士官学校でも使用されている。約1世紀にわたり再版されつづけた
Hutton の『実用算術および簿記書』が米国でも読まれたことは疑いの余地
はない。しかし，図表5の米国における1801‐50年の米国の簿記著述者の系
譜をみると，Hutton の簿記書が米国の簿記書に与えた影響を窺い知ること
図表5 1801‐50年のアメリカの簿記著述者の系譜
（出所）濱田［1986］，126頁。
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図表6 第7版と Philadelphia 版の帳簿の種類
第7版 Philadelphia 版
The Day-Books The Day-Books
The Ledger The Ledger
The Memorandum Book
The Expense Book
はできない。
このことは，Hutton の『簿記書』が彼自身により独自に著述されたもの
ではなく，当時の英国で行われていた簿記をまとめたものであることを物語
る。また，Ingram版もTrotter 版も同じことが言える。
それはともかく，前述の告知で，「本書と原著書の相違は，両者を比較す
ればよく分かるので，ここでは詳述しない。」としているが，ここで帳簿の
種類の相違について取り上げる。
まず，帳簿の種類の相違は，図表6に示すとおりである。
Philadelphia 版は，第7版に比べ，帳簿に備忘録と経費帳が追加されてい
る。備忘録は，日記帳に記入しえない出来事のメモを含む。日記帳にメモす
るより，備忘録を設けメモすることがより良い方法であると記している。経
費帳は，家事などの衣服，家具およびその他の様々な必要なものに対する現
金支出の記帳である。これらの帳簿は，取引の記帳内容に実質的な意味の違
いをもたらすものではなく，記帳をより明確にするための補足的なものであ
る。
この他，Lady Strawberry から Lucy Berry など氏名を変更，取引の追加・
削除，取引内容の変更，取引金額の相違（一部日記帳に誤植があるが元帳に
は正しく転記されている）が見受けられる。これらは，英国と米国の事情の
配慮，また明らかなミスが要因であろう。
以上のような相違があるが，Philadelphia 版『単式簿記書』はHutton の
『実用算術および簿記書』の単式簿記の部分をもとに改良を加えて出版され
たもので，内容に実質的な相違はない。
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3‐2『実用算術および簿記書』の『簿記書』分冊をめぐって
「紐育ハーウッド會計圖書目録には其の1840年版，1852年版及1858年版の
三種が載つて居る。」（西川［1942］，86頁）とあるように，西川教授は原著
書を実際に手にしておられないようであるが，これらは久留米大学所蔵の
ハーウッド文庫にあり，実際にみることができる。
図表7は，1858年版の『簿記書』分冊のタイトル頁である。これを見ると，
Practical Book-keeping と A New Edition が標記してあり，Alexander
Ingram編集，James Trotter によるとあるので，Trotter 版であることがわ
かる。
この頁をめくると，告知があり，図表8のように141頁の目次から始まる。
これは，『実用算術および簿記書』の141頁からの簿記の部分の目次と同じで
ある。つまり，簿記の部分だけを製本しただけで，頁を1頁から始めるなど
の修正は行われていない。
図表7 1858年版の『簿記書』分冊のタイトル頁
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告知は，次のように述べる。
現代の進歩を具現化し，正確な商人の原理からなり，かつ手頃な価格で入
手できる実用簿記書は，長い間われわれの学校や高等教育機関でその刊行が
渇望されていた。この渇望されていた著書を提供し，同時に多くの聡明な教
師の要望に応えるために，発行者はHutton 博士の算術と簿記のうち簿記の
部分のみを出版することにした。これに際し，理解を深めるために重要な改
善がなされた本書の最新版を用いることにした。これに対する序は以下に書
き足す。
上述の最新版は，Charles Hutton，A Complete treatise on practical
arithmetic and book-keeping, 1858．のAlexander Ingram編集，James Trotter
版である。因みに，Ingram版は1807年にA New Edition として刊行される
図表8 1858年版の『簿記書』分冊の目次
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が，その内容は前述のHutton 版（第6版および第7版と確認される最後の
第11版）とそれほど変わりはない（山下［2012］，10‐12頁）。ただ「算術」
の部分の項目の見出しに違いがみられる。第7版は240頁であるが，Ingram
版は236頁である。ただし，第7版の本文は7頁からはじまり，144頁で「算
術」の部分が終る。この部分は138頁である。1907年の Ingram版は，本文
が1頁からはじまり140頁で「算術」の部分が終る。Ingram版は，第7版
に比べ「算術」の部分が2頁多い4。「簿記」の部分は，第7版が145頁から
240頁で96頁，Ingram版は141頁から236頁で同じく96頁である。このこと
から，Ingram版は「算術」の部分の改訂であったということができる。と
は言え，簿記の部分について全く改訂がなされていない訳ではなく，「日記
帳から元帳への記入のルール」において修正がみられる。一方，Trotter 版
は，252頁で，「簿記」の部分は前述のように141頁からはじまる。したがっ
て，Ingram版などと比べ16頁多い（山下［2012］，10‐12頁）。Trotter 版は，
単式簿記と複式簿記の内容が体系化され，取引事例が付されるなど改訂がな
されている。
図表9 Trotter 版の単式簿記の構成
Trotter 版 宇佐川訳［1981］
(BOOK-KEEPING) 総論
BOOK-KEEPING BY SINGLE ENTRY 単記法
GENERAL RULE RESPECTING DR. AND CR. 借貸ニ係ル一般ノ規則
TRANSACTIONS IN TRADE OF JAMES
HARDIE, MERCHANT, EDINBURGH, 1936
DIRECTIONS TO FORM THE CASH AND DAY
BOOKS FROM THE TRANSACTIONS
金銀出納帳及ヒ日記帳記入ノ事
DIRECTIONS TO OPEN THE ACCOUNTS IN
THE LEDGER
元帳中諸勘定開催ノ事
TO TRANSFER ACCOUNTS TO NEW PAGES 諸勘定ヲ新葉ヘ送ル事
TO POST THE CASH AND DAY BOOKS INTO
THE LEDGER
金銀出納帳及ヒ日記帳ヨリ元帳ヘ
登記ノ事
TO TAKE A GENERAL BALANCE 総勘定差引ノ事
PROOF OF SINGLE ENTRY LEDGER 単記元帳試験法
取引抜書
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単式簿記について，項目の構成は図表9のとおりである。参考のために，
宇佐川訳［1981］と対比している。
Trotter 版の単式簿記の構成は，前述の Ingram版に比べると，非常に体
系的である5。また，Ingram版ではいきなり日記帳の記帳事例が示されてい
たのに対して，Trotter 版では取引事例があって，その後記帳法の説明があ
り，金銀出納帳や日記帳などへ記帳されている。ただ宇佐川訳では，取引事
例は「取引抜書」として記帳法の説明の後に掲げられている。ただし，金銀
出納帳や日記帳などへの記帳事例は，訳書にはない。
吉田健吾抄訳では，單式巻一において「單式ノ記簿法」，「借方ト貸方ニ係
ル通則」の項目の後，「左ニ設クルモノハ浪速家榮吉方ノ取引書ニシテ物品
ノ賣買及ビ金子受拂等ヲ記載セルモノナリ」として取引事例をあげている。
「浪速家榮吉」は，原文では James Hardie である。巻二において，「認方心
得書」として帳簿記帳を説明した後，金銀出納帳，小拂帳，日用帳，現金小
賣帳への取引の記帳が示されている。
次に，複式簿記であるが，Ingram版では，複式記入による簿記，すなわ
ちイタリア式による」（BOOK-KEEPING BY DOUBLE ENTRY Or,
according to the Italian Method）との見出しにはじまり，Ⅰ．Of the Waste
Book，Ⅱ．Of the Journal，Ⅲ．Of the Ledger の項目のもとに説明があり，
Directions for the Learner, Additional Observation との見出しが続き，「イ
タリア式簿記による日記帳から元帳への転記のルール」の見出しのもとに，47
のルールが説明されている。その後，「単式簿記」と同じように取引事例は
なくいきなり日記帳，仕訳帳および元帳の記帳が示されている。
Trotter 版の複式簿記6の構成は，図表10のとおりである。
Trotter 版の複式簿記の構成は，単式簿記と同じように Ingram版に比べ
ると，非常に体系的である7。また，Ingram版ではいきなり日記帳の記帳事
例が示されていたのに対して，Trotter 版では取引事例が示されている。宇
佐川訳では，「取引抜書」が最後に示され，REMARKS ON BILLS OF
EXCHANGEに相当する項目がない。
Hutton の『簿記書』分冊は，1840年出版のTrotter 版以降である。この
ことは，Trotter 版によるHutton の『実用算術および簿記書』の簿記の部
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分についての説明内容の多大なる改善が，その有用性をさらに増し，商人や
簿記の教育者などに広く受け入れられていったことを物語っている。Ingram
版の「序」において，Hutton の『実用算術および簿記書』が長期間にわた
り英国の学校で標準テキストとして採用されてきたことは，本書が卓越して
いる証拠である。しかし，初版本の刊行当時は教授する目的に適っていたと
しても，現在では商人の教育にとって不十分な面も生じてきたので，修正の
図表10 Trotter 版の複式簿記の構成
Trotter 版 宇佐川訳［1981］
BOOK-KEEPING BY DOUBLE ENTRY ADAPTED
TOMODERN PRACTICE
複記法
諸勘定并其説解
Ⅰ．Parts of Property 其一 資産ノ内譯
Ⅱ．Whole Property 其二 全資産
MERCHANTILE TRANSACTIONS OF JAMES
HARDIE, MERCHANT, EDINBURGH
PETTY CASH-BOOK 雑費扣帳
REMARKS ON THE CASH-BOOK 金銀出納帳ノ備考
RULES FOR JOURNALIZING THE CASH-BOOK
金銀出納帳ヨリ月締帳ヘ轉記ノ規
則
REMARKS ON BILLS OF EXCHANGE
RULES FOR JOURNALIZING THE BILL-BOOK
爲換手形記入帳ヨリ月締帳ヘ轉記
ノ規則
RULES FOR JOURNALIZING THE DAY-BOOK 日記帳ヨリ月締帳ヘ轉記ノ規則
OF THE SALES-BOOK 賣上書扣帳
OF THE INVOICE-BOOK 荷物送狀扣帳
REMARKS ON THE JOURNAL 月締帳ノ備考
REMARKS ON POSTING THE LEDGER 元帳登記ノ備考
REMARKS ON BALANCING THE LEDGER 元帳緫勘定差引ノ備考
PROOF OF BOOK-KEEPING 簿記試験法
OF ERRORS AND THE METHOD OF
CORRECTING THEN
誤診其改正法
GENERAL REMARKS ON THE PRECEDING
BOOK
諸帳ノ緫論
取引抜書
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必要性がみられるようになった。そこで Ingram版において改訂が行われた
のであるが，本書もその方針を踏襲し改訂を行ったと述べている。
4．おわりに
本稿では，Charles Hutton の『簿記書』分冊をめぐって，現存する新資料
にもとづき先行研究の再検討を行った。その結果，先行研究で解明できなかっ
た事実について検証することができた。Philadelphia 版『単式簿記』は，第
6版および第7版をもとに出版されているが，帳簿の種類や貨幣単位に修正
がみられる。しかし，1815年刊行後はその痕跡がみられない。米国の著述者
による単式簿記書が普及すると，廃れていったのであろう。また，Hutton
の『簿記書』分冊は，頁を改めることなくただ2つに分けただけで，1840年
のTrotter 版以降に出版されている。
Hutton の『簿記書』をめぐっては，数学者であるHutton がどこで簿記を
学んだのかなど未解明の問題もある。さらに，現代からみたHutton の『簿
記書』の意義（簿記教育を含めて）なども検証されなければならない。山下
［2012］および本稿において，Hutton の『簿記書』初版および分冊につい
て事実関係を明らかにできたので，これらの事実関係をもとに簿記の内容を
比較検討し，上記の未解決の問題およびその現代的意義について明らかにし
ていくことが今後の研究課題である。
（注）
1 Charles Hutton, A Complete treatise on practical arithmetic and book-keeping（『実用算
術および簿記書』）には，Hutton 版，Alexander Ingram版，および James Trotter 版
がある。Hutton 版は11版まで，Ingram版は1807年に新版として出版され，その後1840
年にTrotter 版が出版されている。なお，Alexander Ingramと James Trotter は数学
者である。Trotter には，A Complete System of Arithmetic: Theoretical and Practical
の数学書がある。
2 これには出版年が記載されていないが，状況から1871年出版のものと同じとされる（山
下［2012］，10‐11頁）。
3 第7版と第6版には，日記帳の金額の欠落・誤植があるが，元帳には正しく記入され
ていたり，第7版に第6版の金額訂正，欠落の記入がいくつかあるが，欠落は第6版同
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